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子ども達にアンケートを取ると、楽しい学校であることの一番の条件は「いじめがないこと」です。そこで本校で

は、子供たち自身がよりよい学校づくりについて考える「ルールメイキング」の取組を進めます。今週から来週に

かけて、私から全校児童へ向けて動画メッセージを配信し、「いじめをなくすために自分たちにできること」につ

いて考える学級活動を全クラスで実施しています。(クラスによってはこれから視聴するクラスもあります)いじめ

の問題を考えるとき、どうしても「いじめる人」と「いじめられる人」に目が向きがちです。しかし実際には、その場

を見ている「傍観者」の存在も大きな意味をもちます。見て見ぬふりをすることは、結果としていじめを支えてし

まうことにもつながりかねません。一方で、「やめようよ」と声をかけたり、困っている友達に寄り添ったり、先生

や大人に相談したりする行動は、いじめを止める大きな力になります。子供たちには、「自分はどの立場だった

だろう」「自分にできることは何だろう」と考えてほしいと思っています。誰もが安心して過ごせる学校を目指し、

これからも子供たちとともに取り組んでまいります。 

 

 

16日に、「みらいの種プロジェクト」の第 2回全校じゃんけん列車大会を開催しました。全校児童が校庭に集ま

り、友達同士でじゃんけんをしながら列をつくっていきます。本校は児童数が多いため、勝ち進んだ子供たちに

よる列はどんどん長くなり、校庭いっぱいに広がる壮観な光景となりました。学年や学級の枠を越えて交流する

ことができ、会場はたくさんの笑顔と歓声に包まれました。今回の優勝は 6年 3組でした。おめでとうございま

す。本校では、「みらいの種プロジェクト」を通して、子供たち同士のつながりや所属感を高める活動を今後も進

めていきます。 

 

 

 

 

  

 

ながーいながーい列ができました            優勝した 6年 3組で記念撮影です！ 

 

 

16日に学園コミュニティ・スクールが開催されました。会議では、本校の学校経営方針や教育活動をまとめたグ

ランドデザインについて説明を行い、委員の皆様からご承認をいただきました。また、その後の熟議では、地域

や保護者の皆様から様々なご意見をいただきました。その中でも特に多く出されたのが「あいさつをもっと頑張

らせたい」というご意見です。あいさつは人と人とをつなぐ大切な第一歩です。学校だけでなく、家庭や地域でも

子供たちを温かく見守りながら、気持ちのよいあいさつが自然に交わされる環境をつくっていきたいと考えてい

ます。なお、会議の詳細につきましては、後日、市のホームページに掲載される予定です。ぜひご覧ください。

今後も学校・家庭・地域が力を合わせながら、子供たちの健やかな成長を支えてまいります。引き続き、ご理解

とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

ルールメイキングでいじめをなくそう 
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